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当社ホームページからお申込みいただけます。 船井総研ホームページ［www.funaisoken.co.jp］右上検索窓に『お問い合わせNo.』を入力ください。 129216

株式会社船井総合研究所　〒541-0041 大阪市中央区北浜4-4-10 船井総研大阪本社ビル

お問い合わせNo.S129216
主  

催

外来診療をつづけながら無理なくはじめる訪問診療セミナー

セミナーの
お申込みはこちら

人事評価制度
在宅医療
経営

特別
ゲスト

外来診療をつづけながら無理なくはじめる

訪問診療
あなたの訪問診療に対するイメージが大きく変わります！

外来クリニックで0から訪問診療をたちあげたゲスト講師の詳細は中面へ▶

一般的な訪問診療の
イメージ

医師1名＋看護師1名

1日あたり8件～12件

都内5km・地方8km

外部への訪問営業

月2回診療で重症患者の
割合多め

複数医師体制で対応
アウトソーシング

外来メインクリニックの
実際の訪問診療

院長のみ

お昼休みの時間などで
1日あたり2件～3件

3km圏内

外来患者へ在宅誘導

月1回診療で軽度患者の
割合多め

軽度メインなので少ない
アウトソーシングも可能

診療

訪問件数

診療圏

集患

患者層

夜間休日対応

ゲストインタビュー
15分無料公開中！

医療法人岩崎医院
理事長 岩崎 洋 氏



外来診療をつづけながら無理なくはじめる訪問診療セミナー お問い合わせNo. S129216

講　座 内　容

セミナー内容抜粋① 今、訪問診療に取り組むべき理由とは？
訪問診療に取り組むべきクリニック・法人の特徴
全国の医療機関を見て分かった訪問診療のビジネスモデル、収益性

セミナー内容抜粋②

セミナー内容抜粋③

今こそ訪問診療に取り組むべき理由

第1講座
株式会社船井総合研究所 シニアライフ支援部 在宅医療グループ リーダー 松岡 佑磨

【QRコードからのお申込み】

【PCからのお申込み】

右記QRコードからお申込みください。

https://www.funaisoken.co.jp/seminar/129216

お申込み方法

船井総研ホームページ（https://www.funaisoken.co.jp）の右上検索窓に『129216』をご入力し検索ください。

※よくあるご質問は「船井総研　FAQ」と検索しご確認ください。　※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。

E-mail seminar271@funaisoken.co.jp船井総研セミナー事務局 TEL 0120-964-000（平日9:30～17:30）

開
催
日
時

受講料 税抜30,000円（税込33,000円）／一名様 税抜24,000円（税込26,400円）／一名様
※会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へ ご入会中のお客様のお申込みに適用となります。

一般価格 会員価格

セミナー内容抜粋① セミナーのまとめと明日から取り組んで頂きたい事第4講座

セミナー内容抜粋① 外来のみ行っていたクリニックが訪問診療を始めた理由
訪問診療を始めるにあたり苦労されたこととその対処法
在宅患者50名突破後のクリニック運営と今後のビジョン

セミナー内容抜粋②

セミナー内容抜粋③第2講座
医療法人岩崎医院 理事長 岩崎 洋 氏

セミナー内容抜粋① 夜間休日オンコール負担を軽減するための具体的手法
院長負担を少なくする多職種連携とは？
訪問診療を任せる場合の医師採用と管理体制の構築方法

セミナー内容抜粋②

セミナー内容抜粋③

第3講座
株式会社船井総合研究所 シニアライフ支援部 在宅医療グループ チーフコンサルタント 向井 誠

特別
ゲスト
講座

株式会社船井総合研究所 大阪本社

地下鉄御堂筋線 「淀屋橋駅」⑩番出口より徒歩2分、地下鉄四ツ橋線肥後橋駅より徒歩4分

お申込み期日 ※祝日や連休により変動する場合もございます。

13：00～16：00（受付開始：開始時刻30分前～）

銀行振込み：開催日6日前まで　クレジットカード：開催日4日前まで

2025年6月29日日大阪会場

船井総研グループ 東京本社 サステナグローススクエア TOKYO
〒104-0028　東京都中央区八重洲二丁目2番1号 東京ミッドタウン八重洲 八重洲セントラルタワー35階

JR「東京」駅　地下直結（八重洲地下街経由）、東京メトロ丸の内線「東京」駅　地下直結（八重洲地下街経由）

14：00～17：00（受付開始：開始時刻30分前～）
2025年7月 6日日東京会場

〒541-0041大阪市中央区北浜4-4-10

医師1名で訪問診療を
たちあげ住宅患者数0名→60名になった成長の軌跡

外来メインクリニックが
訪問診療をたちあげるためのロードマップ

本日のまとめ～『本日皆様に一番お伝えしたかったこと』～

株式会社船井総合研究所 シニアライフ支援部 在宅医療グループ リーダー 松岡 佑磨

諸事情により、やむを得ず会場を変更する場合がございますので、会場はマイページにてご確認ください。また最少催行人数に満たない場合、中止させていただくことがございます。
尚、中止の際、交通費の払戻し手数料等のお支払いはいたしかねますので、ご了承ください。
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特別ゲスト対談
インタビュー

医療法人 岩崎医院

理事長 岩崎洋 氏
先代から引継ぎ、2010年4月から岩崎医院の理事長に就任。既存の外来患
者さんからのご要望に応えるために訪問診療をはじめる。 外来中心のクリ
ニックを院長1人で対応しながら、訪問診療をたちあげ在宅患者0名⇒60名
まで成長された。今後は常勤の医師を採用し、複数医師体制を構築し、持
続可能な在宅医療を地域に届けるために訪問診療の部門化を目指す。
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船井総研
コンサルスタート

はじめて非常勤
医師採用

非常勤医師が
常勤へ移行

訪問診療開始前 訪問診療開始後

1億円 年間外来売上 1.35億円

0円 年間訪問売上 0.6億円

8名 医院スタッフ数 14名

常勤医師の退職に
より受入中断

常勤医師2名
採用し受入再開
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実は患者さんからのご要望ではなく他事業所からの依頼から訪問診療をはじ
めることになりました。とはいえ、何もわからないまま私1人で訪問診療を開
始することになったので色々不安がありました。

Q．外来中心であった貴法人が訪問診療をはじめられた
経緯について教えてください。

A．当院の外来患者さんを担当されていた
訪問看護ステーションの看護師の方からお声
掛けいただいたことがきっかけでした。

インタビュアー 株式会社船井総合研究所 吉田貴大

～訪問診療たちあげまでの軌跡～

まずは訪問診療をされている別のクリニックの先生にもご相談させていただ
きながら全体的な流れを学びました。診療に関しては訪問看護ステーション
の看護師の方から「こんな時は他の先生はどうされているのか」など伺いな
がら、自分自身の経験を増やしていきました。

訪問看護ステーションをはじめとした多職種の方々との連携で徐々に訪問診
療にも慣れてきましたね。

Q．その訪問診療をはじめる前の不安とは具体的には
どのようなものだったのでしょうか？

A．診療報酬の算定、24時間365日対応、外来中の
オンコールの懸念の3つです。
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24時間365日対応に関しては、初めは積極的に往診に伺うことで患者さんの信
頼を得ようとしていました。しかし、診療の経験を積むうちに「どうすれば
患者さんや家族が安心して、夜間･休日に往診に行かずに済むのか」を考える
ようになりました。今後起こりうる病態や症状について適宜説明し、その対
応の仕方を説明しておくことで、またその際に使用する薬剤をあらかじめ準
備しておくことで、電話でも対応が可能なケースが増えてきました。

外来途中でオンコールがあった際には、緊急性があれば救急要請してもらい、
受け入れ先は当院で探すようにしていました。

外来を行いながら訪問診療を行う先生のほとんどが、「自院の外来に通院で
きなくなった患者さんを見捨てることなく、可能であれば看取りまで引き受
ける」という使命感でされていると思われます。そのため、患者さんとの関
わりが密接であり、患者さんにとっても安心感があります。在宅専門クリ
ニックのような迅速な対応は困難なときもありますが、患者さんの満足度は
高いと思われます。

Q．お話を伺っていると外来を行いながら医師1人で訪問診療
もはじめるのは難しそうだなと感じますが、実際はいかがでし
たでしょうか？

A．うちのエリアでは、訪問診療に携わって
いる先生のほとんどが外来診療も並行して
行っています。

Q．在宅専門クリニックとはまた違う良さがあるのですね！
しかし、外来を行いながら院長1人で訪問診療できる人数は
ほんの数名だけに限られてしまうのではないでしょうか？

A．そんなことはございません！書類作成等の
事務作業含めても、1月あたり在宅患者数10名
までは院長1人で対応することができると
思います！
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10人を超えた時点で事務仕事を手伝えるスタッフを採用するのが望ましいと
思います。15人を超えると必須と思います。

他のスタッフのサポートを受けながら、院長が診療のみに専念できる環境で
あれば、患者数は30-40人が限界と思われます（月～金の週5日、午前と午後
の診療の間に3-4人を診る）。 診療の仕方によっては6-7人診ておられる先生
もおられます。

Q．スタッフにも協力いただけるとなると院長1人でも40名程度
まで対応できるのですね！しかし、訪問診療をはじめるために
は色々身に着けるべきスキルやモノに投資しなければならない
のではないでしょうか？

A．診療自体は高度なスキルを必要とすることはあ
りません。また外来ほど医療機器などに投資する
こともございません。

大切なことは「患者さんのお家にお邪魔して、診療をさせていただく」とい
う姿勢を持つことです。清潔感・丁寧な言葉遣い・丁寧な所作は必須と考え
ます。そのお家独特の「お作法」がありますので、柔軟に対応することも大
切です。

また外来メインのクリニックですと比較的軽症の患者さんの訪問診療から始
めることになりますので、特別必要になる機器はございません。

Q．訪問診療をはじめるハードルは意外と高くないのですね！
では、訪問診療をはじめる前と後で経営者として、医師として
の考え方に変わった部分はございますか？

A．医師としての考え方は変わりませんが、
経営者としては大きく考え方が変わりました。
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診療報酬の算定や24時間365日の対応など、訪問診療に対するハードルは高い
かもしれません。私も訪問診療を続けている中で大変なことは多かったです
が、今となっては多職種連携の強化による負担軽減や夜間オンコール対応や
請求業務をアウトソーシングできるサービスも増えてきております。

訪問診療にご興味ある方は積極的に取り組んでいただければと思います！

Q．訪問診療をはじめてから経営者としての考え方が変わったの
ですね！それでは最後にこれから訪問診療をたちあげようと考
えている院長・理事長先生にメッセージをお願いします！

A．訪問診療は多職種との連携を通じて
学ぶことも多く、また地域医療を担う医師と
しても「やりがいがある」分野です！

訪問診療を始めた当初は、「自分が全部診る」という強い使命感を持って臨
んでいました。確かに、そういう信念を持つことは大切だと思います。しか
し、患者数が増えてくると自分ひとりで対応する限界が見えてきます。その
時点で「自分ひとりでできる範囲までにしておく」と思うか、「医師を増員
し、最低限の診療の質を担保して、診療を拡大していき、地域のニーズに応
え続けられるクリニックを目指す」と思うかです。

訪問診療を始めた時点では、前者の考え方でしたが、いまは後者の考え方に
なっています。当院のスタッフが「安心して」「やりがいを持って」働ける
職場であり続けるために、「いつまでも成長し続けるクリニックの姿を見せ
ていきたい」と思うようになりました。

インタビューは以上となります。ありがとうございました！
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訪問診療を最短×最速でたちあげる

外来をつづけながら無理なく
訪問診療をはじめるポイント

株式会社船井総合研究所
シニアライフ支援部
在宅医療グループ
松岡 佑磨

ここまでお読みいただいたみなさまへ

申し遅れましたが、私は株式会社 船井総合研究所にて、訪
問診療を行っているクリニックのコンサルティングをしてお
ります、松岡佑磨（まつおか ゆうま）と申します。お忙し
いところ、本レポートをお手にとっていただきありがとうご
ざいます。

内科外来メインクリニックから訪問診療を0から院長先生の
みでたちあげられ、現在は約60名ほどの在宅患者さんを担当
されている医療法人 岩崎医院のこれまでの軌跡はいかがで
したでしょうか。

岩崎医院は、当初は不安もあり、訪問診療をはじめた後も24時間365日対応、請求
に関することなど大変なこともあったと伺いましたが、現在では夜間オンコール
のアウトソーシングの活用や医師・スタッフの採用・育成がスムーズに行えてお
り、院長先生の負担も徐々に軽減されていると伺っております。
売上としても外来と訪問診療あわせて年間医業収入2億円を達成されており、
クリニック全体の業績をアップさせながら、持続的な成長をされています。

岩崎医院のような訪問診療をはじめられる外来クリニックが全国にさらに増える
ことで、外来クリニック、地域の患者さん双方にとってメリットが大きく
業界全体にとって、さらなる明るい未来が創造されていくでしょう。

また、今後の時流をふまえると訪問診療をはじめることはクリニックの
持続的な成長に欠かせないものだと思います。

それでもやはり「訪問診療をはじめるのは大変そう…」とお考えの方々に、
訪問診療の時流と外来診療をつづけながら無理なく訪問診療をはじめるための
ポイントについて解説させていただきます。
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厚生省のデータによると外来患者数は日本のほとんどの地域では、現時点で
最大となっており、今後は減り続けていくと予想されております。本レポー
トをお読みいただいている方々の多くが外来メインのクリニックかと思いま
すが、今後外来患者数が減少していくなかで外来診療のみで売上を伸ばして
いくことには限界があります。

外来が減少していくなかクリニック経営を

考えていくにあたり、成長市場の分野に

投資をして外来の減少分の売上を伸ばして

いけるかが非常に重要なテーマとなります。

一方で訪問診療においてはどうでしょうか。

外来とは違って訪問診療の患者数は2040年

以降も伸び続ける地域がほとんどです。

以上のように訪問診療に取り組むことがクリニックの持続的成長につながり、
地域医療にも貢献できるようになるのです。

減り続ける外来患者と2040年以降も
増え続ける訪問診療の患者

訪問診療をはじめるのは大変？

訪問診療をはじめたほうがいいのは十分わかったけど・・・

■夜間休日対応は翌日の外来に影響する…

■訪問診療に行く時間がない…医者がいない…

■届け出、書類、パンフレットと準備が大変…
とお考えの院長先生は多いのではないでしょうか？

おっしゃる通り、訪問診療を幅広くやられている先生方はご自身のプライ
ベートを犠牲にし、地域の在宅患者さんに向けて日々診療されております。
本レポートをお読みになっている先生方もこのような現状を耳にし、訪問診
療をはじめるのは相当大変なのではないかとお考えになるのも無理はありま
せん。しかし、外来メインのクリニックが訪問診療をはじめる場合は皆様が
イメージしている訪問診療とは違い、外来診療をつづけながら無理なくはじ
めることができるのです。詳細は次のページをご覧ください。

出典：厚生労働省 第７回第８次医療計画等に関する検討会令和４年３月４日
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一般的な訪問診療の
イメージ

外来メインクリニックの
実際の訪問診療

院長1名・看護師2名
相談員1名・医療事務2名

必要人員
院長のみ

※患者数10名で非常勤医師を雇用検討

医師1名＋看護師1名 診療 院長のみ

1日あたり8件～12件 訪問件数 お昼休みの時間などで2件～3件

都内5km・地方8km メイン診療圏 3km圏内

外部への訪問営業 集患 外来患者へ在宅誘導

月2回診療で重症患者の割合多め 患者層 月1回の軽度の在宅患者

頻度多め 往診・看取り 軽度メインなので少ない

複数医師体制で対応
アウトソーシング

夜間休日対応
軽度メインなので少ない
アウトソーシングも可能

医師が対応 ファーストコール 連携先訪問看護ステーション

上記が一般的な訪問診療に対するイメージと外来メインクリニックが訪問診
療をはじめる場合の実際の訪問診療です。本レポートでは2つのポイントに分
けてご説明させていただきます。

1つ目は人員に関してです。はじめる当初は医師やスタッフ採用を行う必要は
なく、患者数10名程度までは院長先生のみでご対応いただくことが可能です。
一般的には訪問診療をはじめるには人の採用をしなければならないと思われ
ておりますが、院長1人でもスモールスタートすることは十分に可能です。

2つ目は患者層に関してです。外来メインクリニックが訪問診療をはじめる場
合は外部に向けた営業活動をする必要はなく、既存の外来患者さんを在宅へ
誘導するところからはじめていただいております。元々は外来患者さんなの
で、基本的には軽症の方で急変が起こりにくく、夜間休日対応をすることも
ほとんどないので院長先生も負担がほぼありません。また、重症の方でも地
域の訪問看護ステーションとしっかりと連携を取ることにより、夜間休日オ
ンコール対応の回数も抑えることができ、先生の負担軽減は抑えることはも
ちろんのこと、患者さんにも安心感を与えることができます。

このように訪問診療は段階を踏んで地域の多職種と上手に連携を取ることに
よって、院長先生1人でも負担少なく、スムーズにはじめることができるので
す。
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訪問診療をはじめるには外来と同じくらいの労力がかかるのではないかとよ
くご相談をいただきますが、まずは下記の3つのことに取り組むだけでもすぐ
にスタートさせることができます。

①必要となる届け出、書類を整備する

訪問診療をこれから行うクリニックの場合は適切な単価で訪問診療を実施す
るためにも最低限必要となる届け出と書類を整備しましょう。すでに訪問診
療を少しでも行っているクリニックは現状の実績で出せる届け出を確認する
ことをおすすめしております。訪問診療を行い、実績がついてきたら、外来
の収益アップにもつながることがございます。

②外来患者さんに向けた訪問診療の広報資料を作成する

先ほどもお伝えしたように、外来クリニックが訪問診療をはじめる際に一番
最初にアプローチすべきは既存の外来患者さんです。その外来患者さんに訪
問診療のご案内ができるように広報資料を作成する必要がございます。具体
的には、訪問診療のメリット・訪問診療でできる医療的処置・外来と訪問診
療の違い・外来クリニックだからこその訪問診療の強み・訪問診療の料金表
などが挙げられます。このようなことが記載してある資料を外来の待合室に
配置し、先生のみならずスタッフの方々も説明できるようにしておきましょ
う。

③スタッフへの訪問診療説明会を実施する

院長1人で訪問診療をはじめられるとはいえ、スタッフの方々の中には訪問診
療を院長先生がはじめることで「今の外来業務だけでも大変なのに、業務が
増えるのではないか？」などと不安になる方もいらっしゃるかもしれません。
そこで一度スタッフの方々を集めて訪問診療の説明会を行う必要がございま
す。具体的には「当院がなぜ訪問診療をはじめるのか？」「どのように進め
ていくのか？」「外来患者さんに訪問診療の説明をする方法」など院長先生
よりお話いただきます。このようなことを実施することにより、スタッフの
方々には安心していただけますし、今回のゲスト医院のように訪問診療に協
力的なスタッフの方も見つかる可能性がございます。

訪問診療に一歩踏み出すために必要な
3つのこと
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お忙しい中、本レポートをここまでお読みいただきまして、ありがとうござ
います。弊社ではこれまで多くの外来クリニックに向けて、業績向上のお手
伝いをしてまいりました。

そして最近では、全国各地で訪問診療をたちあげ、医院経営の柱として確立
されているクリニックが増えてきております。

既存の外来診療をつづけながら無理なく訪問診療をはじめる、

“患者さん満足度は上がり”、

”地域医療の発展に貢献し”、

“外来診療の質もさらに上がっていく”、

そのような事例が全国で続出しております。そして、結果として、

クリニック全体の業績が伸び、外来がこれから減少していくなかでも、

医院経営の柱として確立することができます。

本レポートをご覧になっている先生方は「訪問診療のたちあげ・拡大」

について、ご興味を持たれているかたと思います。

一方で、外来とは違い夜間休日オンコール対応をはじめとした大変さから、

取り組みづらいという印象が業界全体に根強くあったかのように思います。

そこで今回は、本レポートでご紹介させていただきました

訪問診療をたちあげ、医院経営の柱の１つとして確立されている

医療法人 岩崎医院の院長 岩崎 洋 氏

をゲストとしてお招きし、

外来をつづけながら無理なく訪問診療を

はじめるノウハウを大公開するセミナーを

企画させていただきました。

本セミナーでお伝えする内容を

ほんの一部ご紹介させていただきますと、、、

「外来をつづけながら無理なく訪問診療をはじめるポイント」を
お読みいただいた熱心なみなさまへセミナーのお知らせです
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 各地域ごとの訪問診療の市場性と今後の伸びしろ

 5年後、10年先の経営計画のたて方

 訪問診療を取り組むにあたり重視すべき数値項目

 夜間オンコールの負担軽減するための多職種連携の方法

 連携すべき訪問看護ステーションの特徴とアプローチ方法

 訪問診療をはじめるための届け出の種類と様式の記載方法

 訪問診療をはじめることが外来収益アップにつながる理由

 院長1人でも訪問診療をはじめるための訪問ルートのつくり方

 訪問診療におけるレセプト請求の対応方法

 訪問診療のご案内をすべき外来患者さんの特徴

 外来患者さんを在宅に誘導するための手順

 外来患者さんに訪問診療の説明をするための手順と広報資料

 効果的な広報資料を作成するための構成と内容について

 既存のスタッフが訪問診療の説明ができるようにするための教育方法

 患者さんご家族、他職種から訪問診療の問い合わせがあった場合の対策

 訪問診療を勤務医に任せる場合の医師の採用方法

 訪問診療を任せる医師の給与設定のやり方

 医師を採用して訪問診療を行う場合の訪問診療マニュアルのつくりかた

 訪問診療部門を任せる看護師、相談員、医療事務の採用方法

 紹介会社に頼らず、コストほぼ0で採用活動を進める方法

 外部からも患者さんのご紹介を増やすための多職種へのアプローチ方法

 訪問診療の単価アップに向けた他医療機関との連携方法

詳細を知りたい方は本セミナーにお越しください！
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業界全体が激変期に来ており、

更に、今後は外来患者さんが減ってくることが明らかである

クリニック業界の中で、

経営・運営を本気で考え、良いクリニックを作ろうとしている

先生方に出会いたいからこそ、

大阪・東京都2会場をご用意させていただいております。

これから訪問診療をはじめて地域医療に貢献したいクリニック、

すでにはじめているが運営にお困りのクリニック、

訪問診療をもう１つの医院経営の柱にしたいクリニック

の経営者は、

ぜひ、本セミナーにご参加いただければと思います。

本セミナーが、

「外来診療をつづけながらでも、

負担少なく院長1人から訪問診療をはじめることができる」

と感じていただき、

患者さんに外来でも在宅でも安心感を与えるクリニックとして

さらなる発展を目指す上での一助になれば幸いです。

2025年6月29日（日）には大阪で、

2025年7月6日（日）には東京で、

お会いできることを楽しみにしています。

株式会社船井総合研究所
松岡佑磨
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本セミナーはオンラインではなく、

来場型のセミナーとなります。

来場型のセミナーでは、

リアルでしか伝えることのできない情報や熱気があります。

また、会場のキャパシティの都合もあるため、

場合によっては、参加をお断りする可能性もございます。

後で考えよう、と本DMを机に置いておいたら、

参加者数が規定に達してしまうかもしれません。

今すぐスケジュールをご確認し、

右記のQRコードよりお申し込みください。

今こそ、是非一歩を踏み出してください。

【追伸】
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セミナー当日限定！

在宅たちあげに必要なツールを
大公開いたします！

届
け
出
＆
書
類

▼必要となる届け出一覧 ▼契約の際に必要な書類一覧

外
来
向
け
患
者
説
明
資
料

▼広報資料 ▼外来患者様・ご家族向け説明資料

訪
問
診
療
マ
ニ
ュ
ア
ル

▼医師診療マニュアル ▼コメディカル向けマニュアル



お問い合わせ：在宅医療グループ
TEL：070-2455-0676 / MAIL:makoto-mukai@funaisoken.co.jp 向井宛

【在宅医療・訪問診療】
を今後どうするかお悩みの方、
ぜひダウンロード、ご購読ください！

〈このような内容を中心にお届け〉
・在宅医療における壁

・集患の手法

・診療効率、採用活動ノウハウ

・船井総合研究所の最新セミナー情報

ダウンロードは
下記のQRコードから

在宅医療のノウハウがわかる

小冊子無料ダウンロード用QRコード

随時配信中！

無料配信中！

「在宅医療 小冊子 船井総合研究所」
上記検索でもOK！

無料メルマガ購読者募集中!!
在宅医療を取り組んでいる、もしくはこれから始めたいとお考えの方向けメールマガジン

〈小冊子無料ダウンロードとは〉

船井総合研究所がセミナーでしかお伝えしないクリニックの

業績アップに繋がるノウハウを小冊子にまとめ、無料で

ネット配信をしております。詳細はQRコードをチェック！

上記のQR
コードから
メルマガ登録


